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２
０
２
３
年
も
、
余
す
と

こ
ろ
２
週
間
足
ら
ず
。
正
に

脱
兎
の
こ
と
く
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
間
、
自
衛
隊

員
の
皆
さ
ん
や
む
家
族

。
本

紙
読
者
の
皆
さ
ん
に
、
或
い

は
、
所
属
部
隊
な
ど
皆
さ
ん

の
身
近
に
、
様
々
な
こ
と
が

あ

っ
た
■
年
だ

っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
嬉
し
か

っ
た
こ

と
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が

出
来
な
い
辛
い
こ
と
、
万
感

こ
め
て
回
想
す
る
あ
の
時
の

こ
と
等
々
。

○
自
衛
隊

員
の
皆
さ
ん

は
、
旺
盛
な
責
任
感
を
も

っ

て
、
危
険
を
顧
み
ず
、
わ
が

国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
崇

高
な
任
務
の
完
遂
に
努
め
て

来
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

任
務
の
遂
行
中
に
、
不
幸
に
し

て
そ
の
職
に
殉
じ
た
隊
員
も
お

ら
れ
ま
す
。

そ
の
人
数
は
、
令
和
５
年
Ю

月
２１
日
、
自
衛
隊
最
高
指
揮
官

で
あ
る
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
が
参
列
し
て
挙
行

さ
れ
た

「令
和
５
年
度
自
衛
隊
殉
職
隊

員
追
悼
式
」
に
て
、
新
た
に
顕

彰
さ
れ
た
２６
柱

（
陸
自
２０
柱
、

海
自
５
柱
、
空
自
■
柱
）
の
皆

さ
ん
を
合
め
、
警
察
予
備
隊
以

降
、
２
０
８
０
柱

（陸
自
■
１

２
２
柱
、
海
自
４
９
０
柱
、
空

自
４
３
７
柱
、
機
関
３１
柱
）
も

の
皆
さ
ん
に
及
ん
で
い
ま
す
。

直
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
本
年
４
月
６
日
、
宮
古
島

沖
に
て
陸
上
自
衛
隊
Ｕ
Ｈ
Ｉ
∞

Ｊ
Ａ
多
用
途

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

搭
乗
し
て
い
た
隊
員
Ю
名
全
員

が
亡
く
な
ら
れ
た
墜
落
事
故
。

更
に
は
、
６
月
１４
日
、
自
衛
官

候
補
生
の
銃
撃
に
よ
り
２
名
の

隊
員
が
逝
去
さ
れ
た
陸
上
自
衛

隊
日
野
基
本
射
場

（
岐
阜
市
）

で
の
衝
撃
的
な
事
件
が
浮
か
ん

で
来
ま
す
。

こ
家
族
や
仲
間
の
皆
さ
ん
の

悲
し
み
を
拝
察
申
し
上
げ
る
こ

と
は
、
と
て
も
出
来
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。い

ず
れ
も
、
決
し
て
あ

っ
て

は
な
ら
な
い
、
繰
り
返
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
、
事
故
で
あ
り
事

件
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い

一

人
ひ
と
り
の
隊
員
の
命
を
守
る

た
め
に
は
、
徹
底
的
な
原
因
究

明
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
再
発
防

止
策
の
厳
守
が
不
可
欠
で
す
。

防
衛
白
書
は
、
例
年

「殉
職

隊
員
へ
の
追
悼
な
ど
」
と
の
見

出
し
で
、
簡
潔
な
説
明
と
共
に
、

自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式
に
て

内
閣
総
理
大
臣
が
追
悼
の
辞
を

述
べ
て
お
ら
れ
る
姿
や
、
儀
じ

ょ
う
隊
に
よ
る
弔
銃
発
射
な
ど

の
写
真
を
掲
載
し
て
来
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
「
令
和
５

年
度
防
衛
白
書
」
で
は
、
そ
の

よ
う
な
写
真
が
消
え
て
し
ま

っ

て
い
ま
す
。

自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式

は
、
殉
職
隊
員
の
功
績
を
永
遠

に
顕
彰
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と

哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、
こ

遺
族
の
皆
さ
ま
は
じ
め
内
閣
総

理
大
臣
等
約
３
０
０
名
が
参
列

し
て
挙
行
さ
れ
る
自
衛
隊
員
の

心
の
根
幹
に
係
わ
る
究
極
の
儀

式
で
す
。
そ
の
際
の
写
真
は
、

殉
職
隊
員
と
そ
の
こ
遺
族
や
仲

間
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
温
か

い
芯
の
写
真
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

〇

「令
和
５
年
度
の
防
衛
自

書
」
を
含
め
、
最
近
の
防
衛
白

書
に
は
、
か
つ
て
同
白
書
の
「資

料
編
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
■

９
４
５
年
か
ら
の
「防
衛
年
表
」

（防
衛

。
国
内

。
国
際
）
が
、

全
面
的
に
削
除
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
時
の
防
衛
白
書
か
ら
削

除
さ
れ
た
か
、
僕
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
き

っ
と
、
防
衛
白
書

全
体
の
ポ
リ

ュ
ー
ム
と
の
バ
ラ

ン
ス
等
か
ら
今
日
に
至

っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
と

て
も
重
宝
し
た
公
刊
資
料
で
し

た
。そ

の
時
代
時
代
の
国
内

。
国

際
社
会
の
大
き
な
動
き
や
背

景
、
そ
う
し
た
中
で
の
防
衛
に

関
わ
る
様
々
な
方
針
や
活
動
を

理
解
す
る

一
助
と
し
て
の
情
報

提
供
は
、
「防
衛
白
書
」
の
内

容
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
訴

え
、
点
で
は
な
く
線
と
し
て
面

と
し
て
の
理
解
と
支
持
を
得
て

行
く
上
で
、
極
め
て
重
要
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
掲

載
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
ポ
リ

ュ
ー
ム
を
抑
え

る

こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。０

１２
月
１６
日
か
ら
１８
日
ま

で
、
岸
田
文
雄
総
理
大
臣
主
催

の

「ロ
ア
セ
ア
ン
友
好
協
力
５０

周
年
特
別
首
脳
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
開
催
に
先
立

っ
て
、

岸
田
総
理
は
、
「
過
去
５０
年
間

に
わ
た
る
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
協
力
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
法

の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か

れ
た
国
際
秩
序
に
向
け
た
取
組

を
世
界
に
力
強
く
発
信
す
る
」

旨
表
明
し
て
い
ま
す
。
（
首
相

官
邸
Ｈ
Ｐ
）

防
衛
省
自
衛
隊
に
お
い
て

も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
は
、

こ
れ
ま
で
も
共
同
訓
練
や
能
力

構
築
支
援

。
人
材
育
成
等
を
始

め
、
様
々
な
信
頼
醸
成
構
築
に

努
め
る
な
ど
、
密
接
な
連
携
に

努
め
て
来
て
い
ま
す
。

更
に
、
「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防

衛
担
当
大
臣
会
合
」
に
つ
い
て

は
、
２
０
■
４
年
Ｈ
月
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
■
回

会
合
に
当
時
の
江
渡
聡
徳
防
衛

大
臣
が
参
加
し
て
以
来
、
防
衛

大
臣
は
毎
□
参
加
。
本
年
１１
月
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
か
れ
た
第

８
回
の
同
会
合

（議
長

¨
ブ
ラ

ボ
ウ
ォ
国
防
大
臣
　
２
０
２
４

年
２
月
の
大
統
領
選
挙
に
立
候

補
）
に
は
、
木
原
　
稔
防
衛
大

臣
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
宮
澤
防

衛
副
大
臣
が
現
地
で
参
加
し
ま

し
た
。
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か

ら
は
、
今
後
も
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
が
緊
密
に
連
携
し
、
よ
り

一
層
地
域
の
平
和
と
安
定
に
向

け
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と

へ
の
期
待
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
」
（
Ｈ
月
１５
日
付
　
防
衛

省

「木
原
防
衛
大
臣
に
よ
る
第

８
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
衛
担
当

大
臣
会
合

へ
の
出
席
に
つ
い
て

（概
要
）
」
よ
り
）

過
去
、
例
え
ば
、
一フ
オ
ス
で

開
催
さ
れ
た
第
２
回

（
２
０
■

６
年
）
会
合
に
は
稲
田
朋
美
防

衛
大
臣
が
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
で
開

催
さ
れ
た
第
７
回

（
２
０
２
２

年
）
会
合
に
は
岸
　
信
夫
防
衛

大
臣
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
長
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
国
防
大
臣
が
務
め
て
来

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
「
令
和
５

年
度
防
衛
白
書
」
の

「東
南
ア

ジ
ア
各
国
の
安
全
保
障

。
国
防

政
策
」
の
記
述
を
見
て
み
ま
す

と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ｌＯ
か
国
の
う

ち
７
か
国

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・

マ
レ
ー
シ
ア

・
ミ
ャ
ン
マ
ー

・

フ
ィ
リ
ピ
ン

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
タ
イ

。
ベ
ト
ナ
ム
）
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
紹
介

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ラ
オ
ス

・
カ
ン
ホ
ジ
ア

・
ブ
ル

ネ
イ
の
３
か
国
に
つ
い
て
は
、

何
故
か
国
名
さ
え
も
欠
落
し
て

い
ま
す
ｃ
ち
な
み
に
外
務
省
編

集
の

「外
交
青
書
２
０
２
３
」

に
は
、
「
東
南
ア
ジ
ア
」
の
見

出
し
の
下
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を

含
む
１１
か
国
す
べ
て
に
つ
い
て

個
別
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
な
お
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、

昨
年
１１
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首

脳
会
議
に
お
い
て
、
加
盟
時

期
は
未
定
で
す
が
加
盟
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
同

国
は
、
前
述
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
第
８
国
会
合
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の

日
ア
セ
ア
ン
友
好
協
力
５０
周

年
特
別
首
脳
会
議
に
も
、
首

相

・
副
首
相

・
ア
セ
ア
ン
担

当
副
外
相
等
が
参
加
し
ま

す
。
）
我
が
国
を
取
り
巻
く
厳
し

い
国
際
環
境
の
下
、
急
速
に

力
を
付
け
て
来
て
い
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
。
関
係
強
化
は
死
活

的
に
重
要
で
す
。

防
衛
白
書
に
つ
い
て
も
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
含
む
ラ
オ

ス

・
カ
ン
ポ
ジ
ア

・
ブ
ル
ネ

イ
に
対
す
る
取
り
扱
い
は
、

再
考
す
る
時
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

北
原
　
巖
男

（き
た
は
ら
い

わ
お
）
　

一九
防
衛
施
設
庁
長

官
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

使
。
現
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

会
理
事

防
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白
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